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（午前１０時００分 再開） 

 

○尾﨑 幹委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから行政常任委員会を再開いたします。 

  当委員会に付託された案件は、議案第４号、鳥羽市市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の特例に関

する条例の制定について、議案第５号、鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について、議案第６号、鳥羽市

国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部改正について、議案第７号、鳥羽市介護保険条例の一部改正に

ついて、議案第８号、鳥羽市火災予防条例の一部改正についての議案５件であります。 

  審査に入る前に、委員の皆様に申し上げます。 

  本日、議案が複数ある課については、一括して説明を受け、その後、議案ごとに質疑を行いますので、ご承

知おきください。 

  それでは、これより付託議案の審査に入ります。 

  議案第４号、鳥羽市市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の特例に関する条例の制定について、担当

課の説明を求めます。 

  総務課長。 

○濱口総務課長 総務課長の濱口です。よろしくお願いします。 

  それでは、私のほうから議案第４号のほうの説明をさせていただきます。 

  鳥羽市市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の特例に関する条例の制定についてをご説明をさせてい

ただきます。 

  議案書のほうの１ページのほうをお開きください。 

  提案理由といたしましては、特定環境保全公共下水道事業特別会計におけます分担金及び使用料の時効成立

による不納欠損処分について、市長及び副市長として管理、監督上の責任を明らかにするため、本提案とする

ものでございます。 

  主な内容といたしましては、市長及び副市長の給料について、支給額の１０％の減額を行うもので、市長に

つきましては令和５年７月１日から９月３０日までの３か月、副市長におきましては令和５年７月１日から

７月３１日までの１か月となります。 

  なお、この特例条例の制定に至った経緯、ほかにつきましては、先般の全員協議会にて説明をさせていただ

いたとおりでございます。 

  以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願いをいたします。 

○尾﨑 幹委員長 担当課の説明は終わりました。 

  議案第４号についてご質疑はございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 ２点お伺いします。 

  １点目、総務課長、これ責任の範囲１００分の１０ですけれども、減額、その根拠は何でしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 総務課長。 
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○濱口総務課長 過去の市長、副市長の特例の例を参考にさせていただきまして、その度合いを加味した上での

判断というふうにさせていただきました。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 回収不納額時効成立によって３,５６３万円です。市民の間からもこれは批判が寄せられてお

ります。市長は３か月、副市長は１か月減額ですけれども、額というのはどれだけになりますでしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 総務課長。 

○濱口総務課長 お答えします。市長につきましては３か月間で２６万７,０００円です。副市長につきまして

は１か月ですので６万８,８００円となります。 

  以上でございます。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ３,５６３万円の回収不納時効成立に対する責任額として、市長、副市長合わせて、さっきの

報告では合計で３３万５,０００円ですわな。ということは１００分の１か、果たしてそれで妥当なのかとい

うことはこれ疑問残ります。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 総務課長、何かありますか、妥当なのか。 

  総務課長。 

○濱口総務課長 処分が妥当なのかどうなのかというところと金額的にはどうかというところにつきましては、

処分の金額や期間の内容ではないというふうに判断をしております。 

  以上でございます。 

○尾﨑 幹委員長 答弁いいですか。 

○戸上 健委員 はい、了解です。 

○尾﨑 幹委員長 担当課の説明終わりました。 

  議案第４号につきましてご質疑ないようですので、次に、議案第５号、鳥羽市国民健康保険税条例の一部改

正について、議案第６号、鳥羽市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部改正について、担当課の説明

を求めます。 

  市民課長。 

○中井市民課長 おはようございます。市民課、中井です。 

  それでは提出いたしました議案について説明を申し上げます。 

  議案書３ページをお願いいたします。 

  議案第５号、鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正についてでございます。 

  提案理由につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により著しく収入が減収した被保険者等に係る

国民健康保険税の減免申請書の提出期限に関する特例の適用期間を延長したく提案するものでございます。 

  経緯としましては、令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症を５類感染症に位置づける方針が示さ

れたことを踏まえまして、国におきましては令和４年度までで財政支援を終了することとなりました。一方で、

令和４年度末に資格をしたことにより令和４年度相当分の保険税額であって、令和５年４月以降に普通徴収の
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納期限が到来するものというものが出てきます。これについて引き続き財政支援を実施することとされました。

このことに伴いまして、昨年度の６月会議におきまして令和４年度の国民健康保険税条例を対象とした新型コ

ロナウイルス感染症に係る保険税の減免の特例措置の対象となる納期限の期間を令和５年３月３１日までと承

認いただきましたが、これを延長いたします。 

  新旧対照表の１ページのほうをご覧ください。 

  条文の改正内容としましては、附則１８項中の「令和５年３月３１日」を「令和６年３月３１日」に改めま

して、令和５年４月１日から適用をいたします。 

  続きまして、議案書の５ページのほうをお願いいたします。 

  議案第６号、鳥羽市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部改正について説明を申し上げます。 

  提案理由につきましては、新型コロナウイルス感染症に感染した被用者等に対する傷病手当金の支給に関す

る特例の適用期間について、待機期間を加味した期日としたく提案をするものでございます。 

  経緯のほうも少し説明をさせていただきます。 

  傷病手当金の支給に関する特例につきましては、令和５年３月会議におきまして、新型コロナウイルス感染

症を５類相当に位置づける方針を踏まえまして、国の財政支援の適用期間が５月７日までと示されたことから、

国・県等から例示された改正文に従う形で支給開始日を同日までと改めたところでございます。 

  しかしながら、その後、幾つかの自治体から傷病手当金の開始日を５月７日とした場合に、支給前の待機期

間の３日間を差し引きますと、感染症への罹患日が５月４日までとなってしまわないかというふうに疑義が出

たとのことで、７月になってから県から改正内容を確認するように通知が届きました。確かに５月７日までが

２類でございましたので財政支援の趣旨に照らせば、罹患日が５月７日までとするのが適当でありますし、確

認したところ現行のままでは５月５日から７日までの３日間に罹患した方に、コロナ特例の傷病手当金を支給

できなくなることから、傷病手当金における待機期間を加味した期間とするように文言を整理したいと考えま

す。 

  では、配付させていただきました資料、行政常任委員会市民課という資料がございます。ご覧いただきたい

かと思います。 

  国民健康保険の新型コロナ特例における傷病手当の起算日及び待機期間の考え方でございます。 

  一般的な例として、国保加入者のＡさんという方がいらっしゃったとして、この方は５日間働いて２日休み

というような勤務をしているとします。あるときこの二重線の出勤日までは出勤していたんですけれども、次

の日に新型コロナになりしばらくお休みをしてしまったというふうにしたとします。そのために給料が減った

場合に、そうした場合には３日間の待機期間を経て４日目から傷病手当金をもらえるようになります。それを

図式化したのが上半分になるんですけれども、次にこの表に日付を当てはめてみた場合に、改正前の条例では

支給開始日が５月７日までとなっていることから、待機期間３日間を考えれば５月４日までに罹患・発症しな

ければ傷病手当金が支給されないことになります。ですので、５月６日、７日まで新型コロナは２類であった

にもかかわらずです。これを今回の改正ではこの３日間を支給対象とできるように、つまり待機期間を加味し

て５月７日を支給の初日から罹患・発症の初日とするものでございます。 

  すみません、新旧対照表のほうに戻っていただきます。 
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  ２ページをご覧ください。 

  条文改正の内容としましては、附則になる５月７日の次に改正案（新）の下線部分がございますが、読み上

げますと、「までに感染し、又は発熱等の症状がありその感染が疑われた新型コロナウイルス感染症（附則第

２条第１項に規定する新型コロナウイルス感染症を言う）の療養のためその労務に服することができなくなっ

た日から起算して３日を経過した日から労務に服することができない期間のうち労務に就くことを予定してい

た日の初日」の文言を加えて、待機期間を加味できるように改めまして、令和５年５月８日から適用をいたし

ます。 

  以上、説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○尾﨑 幹委員長 担当課の説明は終わりました。 

  これより議案ごとに質疑を行います。 

  まず初めに議案第５号についてご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 ないようですので、次に議案第６号についてご質疑ございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 ３点お伺いします。 

  課長、これ３日間の罹患者数というのは鳥羽で何人でしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 市民課係長。 

○大田係長 保険年金係長の大田と申します。よろしくお願いします。 

  この３日間の罹患者数ですが、個人情報というのが分からないため県の発表の人数ですと３名程度になって

おります。ただ、そのうち国民健康保険加入者というのが不明なため、実際の国民健康保険に加入されている

被保険者数というのは分からない状態です。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 この傷病手当金ですけれども、罹患した場合手当金が出ます。しかし、これまでも、この３日

間もそうだけれども、これまでもそういう手当の制度があるということを知らないか、もしくはほかの理由で

申請していないという人もおると思います。その未申請者数というのはどれぐらいあるか分かりますでしょう

か。 

○尾﨑 幹委員長 市民課長。 

○中井市民課長 すみません、正直申し上げて分かりません。罹患された方が国保の資格者かどうかということ

自体が個人情報の壁でどうしても分かりませんので、うちらのほうでそれを申請されていない方が何人おるか

というのは、ちょっと幾ら何でもつかめません。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 それは県のほうでは分かるのですか。市では分からんけれども、県のほうでは分かるんですか。 

○尾﨑 幹委員長 市民課長。 
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○中井市民課長 もちろん県のほうは個人名は特定しています。ですが、その方が国保に加入されているかどう

かというのは県のほうではわかりませんので、それの突合はどうしてもできませんので、ご理解いただきたい

と思います。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員、どうぞ。 

○戸上 健委員 この傷病手当金が幾ら支給されたかということは市は分かるわけですやろ。それも分からない

のですか。 

○尾﨑 幹委員長 市民課長。 

○中井市民課長 もちろん令和４年度の実績としてはもちろんございます。例えば令和４年度の実績でしたら何

件幾らというのはもちろん今資料として持っております。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ということは、傷病手当金をこのコロナで感染して傷病手当金が支給されるという制度があっ

て、それを受けたという数については分かっているけれども、公表はできないということやな。数も分からん

のですか。 

○尾﨑 幹委員長 市民課長。 

○中井市民課長 もちろん鳥羽市の方で国民健康保険に加入されとる方の中での傷病手当金を支給させていただ

いた方の実績というのは今持っていますし、令和４年度の実績でお答えさせていただければ１７件で４９万

９,０００円ほどになります。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ５類に移行した５月８日以降を罹患してもこの傷病手当金は出ませんわな。その以前の５月

７日ということだけれども、鳥羽の場合は５月５日ということで３日間タイムラグがあって、今回の改正でそ

のタイムラグをなくすということになったわけですわね。３,８３２人が５月７日までに罹患したわけで、そ

のうち国保関係の傷病手当金を受給できる対象者というのは当然県のほうでは把握しておったはずですわね。

これも分からんのですか。 

○尾﨑 幹委員長 市民課長。 

○中井市民課長 先ほど申し上げましたように、その罹患された方が国保に加入しとるかどうかというのは県で

はつかめません。ですので、私どもも国保の加入者の方が申請をされてきて初めて分かるだけでございますの

で、今回のこの３日間の改正というのは申請の時効が２年間ございますので、このままではこの３日間に罹患

された方がもし仮にいらっしゃった場合に、その対象者の方が今はまだ申請はしていないけれども、今後２年

間のうちにこの３日間で罹患された方が申請をされるといけないのでこれをやったということですので、その

点についてはご理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりましたけれども、制度設計それ自体に問題があるということがよく分かりました。 
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  問題は、そういう該当する市民に対して、コロナに感染した罹患者に対してどれだけ周知を徹底するかとい

うことにかかるというふうに思うんですわ。周知方法はどうなさいますか。この３日間のタイムラグをなくし

たということと傷病手当金、２年間申請できるわけですわな。それはもう２年間できますよと、忘れている人

は大いに市民の皆さんは申請してくださいという周知は僕は必要だと思うんですけれども、担当課としてはど

ういう方法で周知するという段取りでしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 市民課長。 

○中井市民課長 この３日間のことに関して周知を今から特別にするということは今のところは考えておりませ

んでした、正直申し上げまして。ですけれども、このコロナに関する傷病手当金というのは今までも広報して

おります。ですが、先ほども申し上げましたように時効が２年間ございますので、またちょっと今後検討した

いと思います。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。以上です。 

○尾﨑 幹委員長 この問題やっぱり周知が一番大事かなと。それがやっぱり必要なのはやっぱり共有せないか

んいう部分があると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、ちょっと整理させていただきたい。確認だけお願いします。今回この条例改正で

要は３日間のタイムラグをなくして、２年間の猶予の期間中に今のところ把握している約３名程度の方がどれ

ほど国保に入っておられるか分かりませんけれども、その方々のためのタイムラグをなくす意味で今回条例を

制定する、それでよかったですか。 

○尾﨑 幹委員長 よろしいですか。市民課長。 

○中井市民課長 はい、そのとおりでございます。 

○尾﨑 幹委員長 いいですか、他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 ないようですので、次に議案第７号、鳥羽市介護保険条例の一部改正について、担当課の説

明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○榎健康福祉課長 健康福祉課長の榎です。よろしくお願いします。 

  議案書の７ページをお開きください。新旧対照表は３ページをお願いします。 

  議案第７号、鳥羽市介護保険条例の一部改正についてでございます。 

  提案理由といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響により著しく収入が減少した第１号被保険者

等に係る保険料の減免申請書の提出期限に関する特例の摘要期間を延長するため条例の一部改正をするもので

す。 

  議案書８ページをお開きください。 

  一部改正の内容といたしましては、減免の期間が１年間延長されることから、条例附則第９条中令和５年
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３月３１日を令和６年３月３１日に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○尾﨑 幹委員長 担当課の説明は終わりました。 

  議案第７号についてご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 ないようですので、次に議案第８号、鳥羽市火災予防条例の一部改正について、担当課の説

明を求めます。 

  消防長。 

○勢力消防長 消防本部消防長の勢力です。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、議案第８号、鳥羽市火災予防条例の一部改正についてご説明いたします。 

  議案書９ページをお願いします。 

  提案理由といたしまして、消防法施行規則及び対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等

の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令等の一部改正に伴い所要の改正をしたく、本提案する

ものでございます。 

  改正につきましては、資料を配付させていただきましたので、鳥羽市行政常任委員会消防本部の改正火災予

防条例運用についてをご覧ください。 

  まず１ページ目、近年、急速充電設備の高出力化へのニーズが高まっていることを受け、総務省消防庁にお

いて全出力が２００キロワットを超える急速充電設備の火災危険性について検討を行ったところ、２００キロ

ワットを超えることによる新たな火災、危険性は確認されませんでした。これを踏まえ、従来の変電設備とみ

なされていた急速充電設備も含め、全出力が２０キロワットを超える急速充電設備を対象火気設備等の対象と

する旨の改正が行われました。 

  その他、現在普及している急速充電設備の実態を踏まえ、省令が対象とする急速充電設備はコネクター型で

あることを明確化、分離型の急速充電設備の対応となります。 

  改正内容につきましては新旧対照表４ページ、５ページに記載。運用及び解説につきましては提出した資料

の２ページ目をご覧ください。 

  （１）急速充電設備の定義の見直しにつきましては、急速充電設備は電気自動車等にコネクターを用いて充

電する設備であることとされたこと、また今後自動車や原動機付自転車以外のものを充電対象とする急速充電

設備が普及拡大することが想定されることから、充電対象を自動車、原動機付自転車、船舶、航空機、その他

これらに類するものとされました。 

  （２）番、分離型の急速充電設備に係る取扱いについては、急速充電設備のうち変圧する機能を有する設備

本体と充電ポストで構成されるものを新たに分離型の急速充電設備として規定。充電ポストには単にコネクタ

ー及び充電ケーブルを収納する設備であり、変圧等の機能を有するものではないことから、出火危険性が低い

ものと想定されたこと。一方で、コネクター及び充電用ケーブルを収納する以外の機能として、電気自動車等

への充電のために蓄電池設備により出火危険性が増加するおそれがあることから、主として保安のために設け

るものを除き、充電ポストには内蔵しないこととされました。 
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  （３）番目、手動緊急停止措置について、特に分離型の急速充電設備では、設備本体とポストが別室に設け

れられていることや離れた位置に設置されることが想定されるため、手動緊急停止措置は、利用者が異常を認

めたとき、速やかに操作することができる箇所に設ける必要があることを明確化されました。 

  （４）番目、急速充電設備に内蔵する蓄電池について、主に保安のために設けるものは、第１６号に掲げる

措置を要しないこととされました。 

  続きまして、新旧対照表６ページ、７ページをお願いします。 

  喫煙等につきましては、平成３０年７月に健康増進法が改正され、受動喫煙防止の観点から多数の者が利用

する施設等については一定の場所を除き喫煙が禁止されると同時に、喫煙所に喫煙専用室である旨の標識を設

置することが必要となりました。条例においても火災予防の観点から喫煙所に標識を設置することを求めてお

り、異なる法令で重複する標識の設置が必要となる状況に対応するため、指定場所における喫煙の制限に係る

規定の改正もされました。 

  新旧対照表７ページ別表７の削除につきましては、６ページ、第４項の「第２項又は前項第２号に規定する

標識と併せて図記号による標識を設けるときは、「禁煙」又は「火気厳禁」と表示した標識と併せて設ける」

ようになっております。図記号にあっても国際標準化機構が定めた規格と日本産業規格に適合するものとし、

喫煙所の標識と併せて設けるようになっております。 

  なお、この改正に係る施行期日は、この条例は公布の日から施行する。ただし第１１条の２第１項改正規定

及び事項の規定は令和５年１０月１日から施行とし、経過措置としまして第１１条の２第１項の改正規定の施

行の際に、現に設置され、または設置工事がされている条例による改正後の鳥羽市火災予防条例第１１条の

２第１項に規定する急速充電設備に係る位置、構造及び管理に関する基準の適用についてはなお従前のとおり

にいたします。 

  新条例第２３条第３項第２号の規定の適用については当分の間、同項中の「喫煙専用室標識」とあるのは、

「喫煙専用室標識又は健康増進法の一部改正する法律附則第３条第１項の規定により読み替えて適用される健

康増進法第３３条第２項に規定する指定たばこ専用喫煙標識」と読み替えるものといたします。 

  この条例の施行の際、現に設置されまたは設置工事がされている新条例第２３条第２項または第３項第２号

に規定する標識と併せて設ける図記号のうち、新条例第２３条第４項の規定に適合しないものについては当該

規定にかかわらず従前の例といたします。 

  これで鳥羽市火災予防条例の一部改正の説明は以上となります。ご審査のほどよろしくお願いをいたします。 

○尾﨑 幹委員長 担当課の説明は終わりました。 

  議案第８号についてご質疑はございませんか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、説明ありがとうございました。ちょっとよく分からないところがたくさんあった

ので。 

  今回、消防法の中の火災予防条例、急速に増える充電設備の電気自動車に対応するものだと思うんですけれ

ども、簡単に言うと、どんどん増えてきたそういうものがより設置しやすい方向になるのか、より厳しくなる

のか、まず最初に一言でどっちなんでしょうか。 
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○尾﨑 幹委員長 消防次長。 

○武中消防次長 消防次長、武中です。よろしくお願いします。 

  この条例によって、以前は設置に関して届出の必要があったものが、届出の必要がなくなるというようにな

ります。 

○尾﨑 幹委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 分かりました。それで、今回この中に２０キロとか２００キロとか出てくるんですけれども、

今回テストをした中のところがより出力が高い２００キロワットでテストとか検証をしたところ、それで異常

なかったというところから、小さいところの２０キロ以上だったら問題なくいけるという解釈でよろしいでし

ょうか。 

○尾﨑 幹委員長 次長。 

○武中消防次長 このポストのほうなんですが２００キロワットを超えるというのは、もう大きな商業施設であ

るとかそういうところでしかなく、鳥羽市でまず該当がありません。その点踏まえまして、よりこの設置のほ

うについては簡易にできるという状況になっています。 

○尾﨑 幹委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 今後設置に関しては申請がなくということだと思うんですけれども、現在把握しているだけで

鳥羽市にどれぐらいあるかはそれは把握はされているんですか、今まで申請があったものとかというのは。 

○尾﨑 幹委員長 次長。 

○武中消防次長 そもそも鳥羽市で届出等ございません。 

○尾﨑 幹委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 分かりました。ありがとうございます。私は以上です。 

○尾﨑 幹委員長 他にございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 ２点お伺いします。 

  まず、条例改正で船舶というのが急速充電設備の中に加わりました。鳥羽の場合、この船舶で今充電という

ことで該当している船舶というのはあるんでしょうか。それともこれからあり得るだろうということでの条例

改正だという理解でよろしいでしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 消防次長。 

○武中消防次長 委員のお話のあるところの船舶とか航空機に関しては将来の話になりますので、現在は当然ご

ざいません。 

○尾﨑 幹委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。 

  ２点目ですけれども、この喫煙の健康増進法に関してお伺いします。 

  公共施設は学校や病院と一緒に第１種施設ということになっております。ですから屋内に喫煙室ということ

を設けることはできません。屋外にだけ設けることができるということになっております。鳥羽市の公共施設

の中で屋外に喫煙所を設けとるというのは何か所あるんでしょうか。 
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○尾﨑 幹委員長 消防長。 

○勢力消防長 大変申し訳ないんですけれども、そこは把握しておりません。 

○戸上 健委員 以上です。 

○尾﨑 幹委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 以上で付託された全ての議案について説明を受けました。 

  続いて、採決に移る前に委員の皆さんで討議したい案件はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 ないようですので、これより採決を行います。 

  お諮りいたします。 

  議案第４号、鳥羽市市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の特例に関する条例の制定について、原案

どおり可決することに賛成の方は起立をお願いします。 

（起 立 全 員） 

○尾﨑 幹委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第４号については、原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第５号、鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について、原案どおり可決することに賛成の方は

起立をお願いします。 

（起 立 全 員） 

○尾﨑 幹委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第５号については、原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第６号、鳥羽市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部改正について、原案どおり可決す

ることに賛成の方は起立をお願いします。 

（起 立 全 員） 

○尾﨑 幹委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第６号については、原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第７号、鳥羽市介護保険条例の一部改正について、原案どおり可決することに賛成の方は起立を

お願いします。 

（起 立 全 員） 

○尾﨑 幹委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第７号については、原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第８号、鳥羽市火災予防条例の一部改正について、原案どおり可決することに賛成の方は起立を

お願いします。 

（起 立 全 員） 

○尾﨑 幹委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第８号については、原案どおり可決することに決定しました。 
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  以上で当委員会に付託された議案の審査は全て終了しました。 

  それでは、その他の通告が出ていますので説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１０時３８分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時４４分 再開） 

○尾﨑 幹委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  その他の項に入ります。 

  まず初めに、鳥羽旅館事業協同組合及び鳥羽市観光協会より提出されている「浸水対策に関する緊急要望」

についてに入りたいと思います。 

  この件につきましては、委員全員で説明を受け、質疑応答を行いますのでよろしくお願いします。 

  それでは、６月２日の市内の状況と市の対応について、要望事項に対する市の対応について、担当課の説明

を求めます。 

  副参事。 

○寺本副参事 総務課防災危機管理担当副参事の寺本と申します。よろしくお願いいたします。 

  令和５年６月２日の大雨に関しまして、当日の市内の状況と市の対応について説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

  資料は総務課資料１、タイトル、令和５年６月２日（金）の大雨についてをご覧ください。 

  まず、気象情報・避難情報ですが、６月２日１０時１４分大雨警報（土砂災害）が気象台より発表され、市

は災害対策本部を設置。１４時１８分土砂災害警戒情報が発表され、市は１４時４５分避難指示を発令しまし

た。１５時２３分洪水警報が発表されました。翌３日の２時１５分洪水警報が解除、３時１５分土砂災害警戒

情報が解除となり、避難指示を解除しております。同じく４時５分大雨警報土砂災害解除により市災害対策本

部を廃止しております。 

  ６月２日の降水量ですが、２４時間降水量は４８１ミリで市の歴代１位を記録し、避難者は７避難所で累計

１４世帯１８名となっております。 

  市内の主な被害状況ですが、浸水被害につきましては住家床上浸水１件、住家床下浸水６件、非住家、これ

いずれも納屋ですが浸水２件となっております。 

  土砂災害といたしましては、答志桃取関連道ののり面の崩れ、それから神島の近畿自然遊歩道路肩の崩落な

どの被害がありました。 

  また、道路冠水といたしましては１４時３０分鳥羽一丁目スカイライン登り口、１５時１５分大明西町のハ

ロー前、１５時３５分大明東町の華月前、１６時４０分市道森崎村山線で冠水の報告がありました。以上の箇

所ではその後通行止めの措置となりましたが、そのほかにも市内各地で道路冠水が発生したというような状況

となっております。 

  説明は以上となります。 

○尾﨑 幹委員長 担当課による説明は終わりました。 

  これについてご質疑はございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 ちょっと交代します。 

（委員長交代） 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これ旅館組合からやっぱり要望書出ていますよね。 

（「尾﨑さんそれまだ説明していない」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 そうか、今からか。すみません、了解。 

（委員長交代） 

○尾﨑 幹委員長 それでは、６月２日の市内の状況と市の対応について、要望事項に対する市の対応について、

委員さん何もないですか。 

  すみません、改めて、要望事項に対する市の対応について説明を求めます。すみません、僕がちょっと誤り

やもんで。再度、要望事項に対する市の対応について説明を求めます。 

  建設課長。 

○高村建設課長 ご説明いたします。建設課、高村です。よろしくお願いいたします。 

  要望書を拝見させていただきまして、この内容をちょっと見させていただいておりますと、主となる道路が

国道、県道ということで広域にわたるところの話で、例えば通行止めの話であったり、そこの迂回等々の情報

の案内等々のお話になっておりますので、この内容につきましては県が管理する道路になっておりますので、

志摩建設事務所ですか、そことこの内容については共有させていただいて調整させていただいて、対応につい

ては今後ちょっと検討して回答させていただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○尾﨑 幹委員長 担当課の説明は終わりました。 

  要望事項に対する市の対応についてご質疑ございませんか。 

  南川委員。 

○南川則之委員 今、建設課長のほうからこの要望書を受けて県道、国道の所管する志摩建設事務所と共有して

調整していきたいということですけれども、要望書自体は緊急要望ということでかなり切迫した要望やと思い

ます。それに応えるためにはしっかりとした、いつ頃までにどういう協議をしながら、今後どういうふうに進

めていくかというところが一番重要なところやと思いますので、ここである程度のスケジュールというか、そ

ういったところも説明をしてほしいなと思います。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 建設課、高村です。お答えいたします。 

  今日この議会が終わりましたら、まずはこの要望の内容等を志摩建設事務所に走りまして、まずは共有させ

ていただいてというところのお話を進めさせていただきます。 

  あと、そこの内容については議論しながらというところで、私これ目途ですけれども、その内容を確認しな

がら１月以内程度には方向性を定めて回答できるようにということで調整させてはいただきたいと思うところ

であります。 
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  以上でございます。 

○尾﨑 幹委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ありがとうございます。緊急要望ということでまだ県との協議は済んでいないということです

ので、この緊急要望に対して先ほど建設課長のほうから方向性を見いだして回答ということは、文書で来た回

答を文書で鳥羽旅館事業協同組合と鳥羽市観光協会に提出すると、そういう理解でいいですか。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 そのとおりでございます。 

○尾﨑 幹委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ありがとうございました。私からは以上です。 

○尾﨑 幹委員長 他にございませんか。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 課長のほうから対応策については今後１か月以内に報告をするということですけれども、この

出された要望に対しての状況の認識というのは、情報をどういうふうに受け取ったかというふうなことに対し

てのちょっと報告を受けたいと思いますけれども。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 私もこの当日、雨が降って大変だなという中、当然危機感を持って所属に残って情報収集であ

り、そういった対応等々、それで職員にも冠水であるというところの中で現地へ行ってその状況も確認して現

地の対応もしてという中で、本当に自分も身を置きながら、刻々入ってくる情報を受け止めながら大変な状況

だなというところは認識したところでありますし、ここの要望書の内容も、当然ここにも例えば１６７号線、

今４２号線と１６７号線は重複しておりますが、そこの今のローソンの前であったりハローの前であったり、

そこが冠水による通行止めであった。市道においても冠水の状況ということで、行き場のない中で皆さんが困

られている状況というのも肌で感じたところであります。 

  ただ、これ私がちょっと感じたところなんですけれども、ただ、このときの状況といいますと、本当に異常

事態なんだと思います。自分もこの警報であったり土砂災害の警戒情報の発令であったりというところを追っ

てみたんですけれども、６月２日の１０時に伊勢志摩地域全域に当然大雨警報が発令されておって、本来警報

であれば、避難を支援していただく方々というものが事前に避難行動につなげていただいてというような時点

が大雨警報なんだと思います。その後、土砂災害警戒情報が度会町、南伊勢町で１３時５８分に発令され、伊

勢市、鳥羽市においては１４時１８分、玉城町で１４時３０分、志摩市で１５時１０分に土砂災害警戒情報が

発令されたということは、もう伊勢志摩地域全域が土砂災害警戒情報が発令されておる中といいますと、もう

伊勢志摩地域のどこで、いつ土砂災害が起こってもおかしくない状況であって、鳥羽市においてももう過去観

測１位の記録的な雨をたたいておったというところの状況でありました。 

  なので、ちょっと建設と回答の内容というのは調整させていただくとは思うんですけれども、自分が思った

ところは、ここに書かれておりますように、やはり通行止めに関する情報というのはしっかり情報を収集して、

どこか止まっておるよというところをいかに皆さんにそれをお伝えするかというところは大事だなとすごく思

うんです。ただ、道路管理者としてその土砂災害警戒情報が発令され、本来であればもうそのような状況下に
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おいては自分の身は自分で守るというところを取らなければならない状況下にあって、ましてや鳥羽市におい

ては山側といいますとほとんどが土砂災害警戒区域に指定されておる中、道路管理者がその状況下でこちらへ

迂回してくださいというところのアナウンスはできないかと思っております。 

  なので、繰り返しになりますけれども、しっかりどこが通行止めになったかというところを、県としっかり

その情報を発信してというとこら辺をしっかりお伝えさせていただくというところを今後調整しながら検討し

ていかなければならないなと感じたところでございます。ちょっと長くなりましたが。 

○尾﨑 幹委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 課長、危機感を持っておられたということは十分に分かりました。ただ、先ほど最後に言われ

た通行止めの状況を市民にしても観光客にしてもどこをどう行ったらいいんかというふうなところが全然やっ

ぱり情報がないわけですよね。例えば例を上げると、スカイラインのところから下りたところが冠水しとった

ということで、それからまた伊勢寄りの神鋼電気のほうがもう冠水しとったということで、その真ん中に取り

残された観光客とか市民もおるわけですよね。そういうふうな状況になっておるということをまずやっぱりそ

この現場の見ている人からそういう情報を市へもらうというふうなことが一番大事ではないかなと思うんです

けれども、そういう情報を市のほうへ受ける、各現場の大雨の状況の被害、浸水の状況ですとか崖が崩れたと

いう状況を市がやっぱりもらうと、市民、現場からもらうということが一番大事だと、その辺がちょっと足ら

んところではないかなと思うんですけれども、その辺については課長はどうですか。お願いします。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長、これやっぱり緊急性があったというのはもう皆さんが認識しておる中ですけれど

も、今、世古さんに言われておるような問題点が本当に浮き彫りになったという中で、その旅館組合さんの要

望の中の回答を、やっぱりしっかりと今後どうしていくかという議論がなされていないならなされていないと、

したならどういうことをしたかというのをちょっと伝えていただければありがたいかなと。県に関しては今か

らやという話ですから、市としては。 

  総務課長。 

○濱口総務課長 説明は建設課長のほうからしていただいたとおりかなと思っています。ただ、取り残された

方々がどうなっているというのは、情報はどんどん電話で入ってきます。ただ、それをどうせいと言われても

全くもう動いている状態を私らが行って止めることは全くできませんでした。もうそれは手が足りないのもあ

りますし、もう大前提はもう動かんといてください、警戒情報出ていますよというのが前提にありますので、

我々もそこ行くこと自体ができませんし、そういう条件の中で今回のこの大雨というのがありましたので。 

  もう一つ、この緊急要望に対する回答という部分にも関連してくるんですが、まずは身の安全確保してくだ

さいというのが私らが言いたい話ですので、まず旅館から、もうこういう状況ですので出ないでくださいとい

うのを本当は言っていただきたかったのがまず１点ある。ただそれを言うとちょっと怒られるか分からんです

けれども。ただ、動いている観光客とかいろんな人に関しては身の安全をまず確保した上で、行き先をいろい

ろ探すんではなくて、取りあえず自分は身の安全を確保してくださいというのを我々としては伝えたいなとい

うふうに思っているところでございます。 

○尾﨑 幹委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 総務課長の話はよく分かりましたので、そういうことを旅館関係とかそういうところへやっぱ
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り市民にもっと情報発信を、問合せがあった場合はきちんとそこの場所は危険状況になっていますので、まず

は自分の身の安全を確保してくださいということを速やかに観光施設とかに状況を報告して、観光客の身の安

全を確保するようにというふうにしていただきたいなと思います。ある観光客が膝ぐらいまで水に浸かって、

近くのホテルまで歩いたというふうなところも、鞄も持って歩いたというふうなことも聞いておりますので、

そういうことがかえってまた……。 

○尾﨑 幹委員長 世古委員、要望書内容の質疑にしていただければ。それならば次の一般質問でもしていただ

いて、やっぱりもっと明確になると思いますので。今回はこの要望の対応についてですので。大体粗筋はもう

南川さんのところで出たと思います。それでやっぱり個人的な感情の中で質問が出てくるということも仕方な

いかと思っていますけれども、今後これに関してはみんながやっぱり危惧しておる問題やと思います。ですか

ら、その危惧した問題を議会としても細かく砕いてもらうことも必要やと思っています。 

  この内容にまだありますか、この要望内容でもう一つあるならば質問してください。 

○世古安秀委員 私は以上です。 

○尾﨑 幹委員長 執行部は何かありますか。 

  建設課長は、要望はもうあと志摩土木と相談する、協議する言うとんやで。 

  総務課長。 

○濱口総務課長 この要望に関しての２点目の要望事項に対する市の対応についてということで、全体をちょっ

とさっきも建設課長から言っていただいたんですが、もうさまさに県の志摩建設事務所と一応アポ取っていま

して、いろいろとそれからの対応どうするかというのも今から、詰めていく予定をしております。ですので、

これ全部に対する回答ということにはちょっと今返答できませんので、それはこれから追って課長のほう１か

月以内に何とか回答できたらというふうに言っていますので。 

  私が先ほど申し上げました観光協会とか旅館組合さんに対しては、先ほど言ったように、取りあえずもうこ

ういう状況ですので身の安全だけの確保をまずしてくださいねというのも申し添えながらお願いをする形にな

ろうかと思いますので、そこら辺はちょっと併せてこの要望に対する回答も含めてさせていただければという

ふうに思っています。 

○尾﨑 幹委員長 ありがとうございます。 

  他にございませんか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 今回この要望書の中に書かれていることというのは、それは想定外のことが起こったというこ

とだと思うんです。テレビとかニュース見ておっても今までになかったとか、過去想定がなかったとかという

のは多々あることになってきていますので、この要望書を見ていると、先ほどおっしゃっていただいた情報共

有、今後しっかりしていただくということと、それと、あと浸水のところの、できれば今まで懸念されていな

かったところでもそういうことが起こるようなところをしっかりと再点検をしていただきたいということがこ

こ書かれていますので、その点については今後またしっかりと検討していただきたいなと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 
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○高村建設課長 お話しいただいたように、これまでも浸水箇所というのは把握しておりますけれども、新たに

今回のことも情報として留めさせていただいて、今、なかなか道路排水というところになりますと、そこへ降

った雨を処理するだけのものしか入っておりませんもので、今それ以上の雨が降ったものを抜本的に対策とい

うことを全ての箇所においては対策することは難しいとは思うんですけれども、ただ過去から雨がついてとい

うところはございますので、それについては事業としてメニュー等々も検討する中で、事業化に進めてという

ところも例えば森崎村山線であるとか大明東であるとか、雨水対策等々のというところの事業化というところ

の話もございますので、それはそれで市のほうとしてしっかり進めていくようにしていきたいと思っておりま

す。 

○尾﨑 幹委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございました。この要望書にも今後の被害を未然に防ぐための整備をお願いしたい

というふうに書かれていますので、その辺のところの共有も含めてしっかりしていただきたいなと思います。 

○尾﨑 幹委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 ないようですので、この件につきまして終了いたします。 

  続いて、ドライブへ共有してありますとおり、発言の通告が参っておりますので、順次発言を許します。 

  山本欽久委員。 

○山本欽久委員 山本でございます。よろしくお願いいたします。 

  通告のとおりに追っていきたいと思います。 

  ６月２日の線状降水帯による鳥羽市内の被害と情報共有についてというところでございます。まず、神島町

における、のり面崩落の発生から現在まで進捗を教えていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

○尾﨑 幹委員長 課長補佐。 

○寺田課長補佐 総務課長補佐契約管財担当の寺田です。よろしくお願いします。 

  まず、発生から現在までの進捗についてですけれども、この現場は昨年９月２３日の大雨で民家の空き家な

んですけれども、そこの裏山ののり面が崩れたということで鳥羽市に連絡いただいております。その後、市の

ほうで現地の調査をさせていただきまして、のり面のコンクリートが壊れてずれ落ちているということと、そ

れから擁壁が傾いているということを確認しておりまして、ブルーシートで取りあえず応急措置をさせていた

だいたところです。市有地と民地の境界の確認に少し時間がかかったんですけれどもさせていただきまして、

市有地で対応ということになりましたので、業者さんと工法の検討をさせていただきながら昨年度やってきま

して、今年度の当初予算に工事費を盛らせていただいております。 

  現在設計ができ上がっておりまして、既に入札手続中でして、間もなく業者が決定するような状況になって

おりまして、決まりましたら早速工事のほうに着手したいというふうに思っております。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 山本委員。 

○山本欽久委員 ご説明ありがとうございます。今回９月の後半の発生というところで、この６月２日にさらに

またひどくなったというところですので、どうしてもその期間の間に何とかできなかったかなという気持ちが
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我々としては強くて、今現在、この間も見てきたんですけれども、かなり小屋の壁にコンクリがもうめり込ん

どるような状態で、周りの市民の人らが突っかい棒してロープ張ってというような状況になっていますので、

２日、３日のほうで皆さんに見ていただいたところもあるとは思うんですが、できるだけ下に人が住んでおる

というところも踏まえてもう少し早い対応をしていただきたいなというふうに思うところであります。 

  取りあえず私の意見としては以上になります。ありがとうございます。 

  その後行かせてもらっていいですか。 

○尾﨑 幹委員長 どうぞ。 

○山本欽久委員 それでは、建設課さんのほうで、①神島小中学校通学路の過去に行った工事箇所が再度崩れて

しまったところについて、原因が把握しておられるようでしたら教えていただきたいなと思います。よろしく

お願いします。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 建設課、高村です。お答えいたします。 

  少しご説明させていただきたいんですけれども、昨年度の雨で崩れた状況まずご説明させていただきますと、

もともと土羽と言いまして土に道路があって土羽で土にやったんです。そこが昨年度の雨でちょっと崩れまし

てというところで、当然崩れたところを復旧するということで災害復旧でも原形復旧が原則ですもので、崩れ

た箇所を再度災害防止ということで構造物で施工して対応させていただいたところなんです。 

  それで現場が終わって、それで今年６月２日のこの雨でというところで現地の状況もちょっと確認はさせて

はいただいたんですけれども、やはり相当強い雨が降ったというところで、ここが今回施工した場所である。

坂になっておりますので、こちら上から相当雨水が路面を走って流れておったという状況で、その施工をした

箇所の上流部分がその雨でちょっと崩れた。それで崩れて施工した箇所の裏にも水が回って、昨年度施工した

場所の部分も崩れ、路面も走るのでということでその施工した部分の上の部分も崩壊したというところが今回

確認されましたので、今回は再度施工した新たに土砂であったところが崩れた箇所につきましては同じ工法で

復旧するのと、去年施工した部分についても再度同じもので施工するんです。 

  ただ、同じような雨が再度またぞろ降ってきて路面を走ってというところは防ぎたいので、施工するところ

の山側にはそこを水を飲み込ませて吐かせる水路を設けて、再度そこが崩れることを防ぐということで復旧す

る予定でございます。 

○尾﨑 幹委員長 山本委員。 

○山本欽久委員 ありがとうございます。 

  どうしても、我々素人からすると同じところが２度崩れるとという意識だけで市民の方々もそう思ってしま

う、直したばっかりなのにまたというふうに意識が見てしまいがちですので、ちゃんと説明をしていただけれ

ば我々も在所戻ってからもこうこうこうやでという話ができると思いますので、その辺の説明はまたしっかり

我々もさせていただきたいかなというふうに思います。ありがとうございます。 

  その後なんですが、神島町だけではなく市内の同じような被害を受けているところで、修繕を中心とした町

内会さんところの要望があったところのそういうところというのは、議会とかで情報とか共有させてもらうよ

うなことというのは可能なんでしょうか、教えてください。 



－19－ 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 今回被災を受けた箇所で、当然そこを復旧するということであれば、予算化というところの話

が当然出てまいりますので、そこについては議会にこういったところでこの予算をもって対応しますよという

ところはお話しさせていただくところですもので、そのときにこういったところが崩れてという被災状況とい

うのはこれまでもちょっとご説明させていただいておるというようなことで。 

  ６月２８日のときにも補正予算ということで今回被災した箇所の復旧というところで予算をちょっと上げさ

せていただいておりますので、そのときにもご説明させていただきたいと思っております。 

○山本欽久委員 委員長。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長、やっぱり今質問は共有されておったかという、町内会の情報が入ってへんだと。

これ２８日にしますいうことやけれども、やっぱり共有いうことが一番大事やということを質問していると思

いますよって、そこら辺、今までしてへんだということになるならばやっぱりおかしい話になるよって。 

○尾﨑 幹委員長 どうぞ、山本委員。 

○山本欽久委員 上がってくる以前のところです。ここが危ないんでちょっともう多分これそろそろ来ますよ、

次の雨ぐらいで台風とかで来そうやでという要望がもしあるんであれば皆さんで共有させていただいて。これ

次の質問にもなってくるんですが、優先順位のつけ方というところもなってくると思うんですけれども、ここ

は、じゃ、ちょっとこんな言い方がどうか分からないですけれども、ここはまだちょっと大丈夫そう、こっち

のほうが危なそうやでこっちのほうを先にやりませんかというような、そういうお話も我々も含めて、多分そ

れぞれ皆さんもよく分かっているところもあると思うので、そういうところも話もできたらもっといいかなと

いうふうに思ったのでこの質問させていただいておるんですけれども。どうですか。 

○尾﨑 幹委員長 町内会要望の共有はできひんだんかという話やで。今課長が説明したのは、今後危険箇所に

ついて工事を行うものについて２８日に説明するいう話やんか。そうではなしに、山本委員の質問は、町内会

要望の危険箇所の共有をしてくれへんかという話です。それについてどうですか。 

  建設課長。 

○高村建設課長 すみません、先ほどは予算化というところの事業化のところでお話をさせていただきました。

ただ、事業をするに当たりましては議員の皆さんとも当然地元を代表されてみえる方々であられますので、そ

ことしっかりどういったところの事業化というところはしっかり対話させていただきながらというところ……。 

○尾﨑 幹委員長 いや、課長、違うって。 

  町内会からいろいろな要望が上がっていると思います危険箇所の。それを示してくれという話になると思い

ます。共有したいと。危険箇所のそれを優先順位つけておたくらがやっぱり予算つけて入歳してという話じゃ

なしに、今出てきとるやっぱり案件について町内会からの、それが共有できひんかと、早く知りたいというこ

とですので、町内会要望やでな。 

（「委員長、ちょっといいですか」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 いいよ、ほんならどうぞ。 

○河村 孝議長 今までそういったことを求めたことが議会からなかったと思うんです、町内会要望を議会上げ

てくれと、情報共有してくれということがなかったんですね。これも執行部との調整が要るのかなと思うんで、
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この時点では皆さんその辺は聞きおいていただいて、今後執行部と協議していくということが必要なのではな

いのかなと思うんですけれども。 

○尾﨑 幹委員長 分かりました。いいんです。ただ、そういうことを今後行ってほしいという、検討するかそ

れともどうするかというのを今話さんでも、これ必要か必要ではないかという問題やと思っていますので、そ

こら辺についてちょっと答弁していただければありがたいなと。 

  どうぞ、山本委員。 

○山本欽久委員 すみません、ちょっと事前にもっとしっかりお話ししておけばよかったなというふうに思って

います。 

  そういったことも含めて優先順位とかも含めてそれぞれやっぱり皆さん代表で出てきていただいているので、

ここもやりたい、ここもやりたいという僅かな予算の中でやっていただく優先順位というのは決めなきゃいけ

ないというところもあると思いますので、またぜひ検討していただいて、私もしっかり聞いてお話聞かせてい

ただいて、ちゃんとしていくようにしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 何かありますか、建設課長。 

（何事か発言するものあり） 

○尾﨑 幹委員長 はい、それでは山本委員、もういいんですか、３番目は。今のでよろしかったですか。 

○山本欽久委員 はい、よろしいです。 

○尾﨑 幹委員長 それでは、山本欽久委員の通告を終わります。 

  それでは、ここで説明員交代のため総務課は退席をお願いいたします。 

  暫時休憩します。 

（午前１１時２０分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時２４分 再開） 

○尾﨑 幹委員長 続きまして、木下順一委員の質問に移ります。 

  どうぞ、木下委員。 

○木下順一委員 先ほどに引き続いて、６月２日の台風２号と梅雨前線、それによる線状降水帯の発生によって

市内各所で随分冠水をしたり土砂崩れ等々いろいろなことがありました。それで幾つか聞かせていただきます

けれども、今回の災害で被災された方にまずはお見舞いを申し上げたいと思います。また、執行部の皆さんも、

私も答志の関連道の土砂崩れの現場であるとか桃取港湾の漂着ごみの現場も行かせていただいて、迅速に処理

撤去していただいたと思っています。感謝申し上げたいと思いますし、その後の対策としてももう早々に補正

予算を上げていただいておるということで、迅速な対応をまずはありがたいことかなと思っております。 

  その上で発言通告の中にもありますように、もう先ほど建設課長がるる説明いただいたので随分かすんでし

まうんですけれども、冠水したのが市道と県道とあって、言われるように県道は県の管轄であるからなかなか

市でどうのこうのすることできませんし、先ほどの答弁で今日、志摩建設事務所さんと今後のことについて打

合せをするというような答弁でした。その上でお聞きをするんですけれども、私もそのスカイラインのところ
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からの現場であるとか、商船行くまでのところの冠水した箇所も行かせていただきましたし、森崎村山線のほ

うへも行かせていただきました。県道ですので県に打合せしに行くのに、今回降った雨いうのは雨量が多過ぎ

て側溝の排水能力いうんですか、それを超えてしまっとるというようなことですけれども、毎年こういうよう

な冠水の被害、ここ３年ずっと続いておるような中で県のほうへやっぱりこれを要望していただいて、排水の

側溝を大きくしていくとか今日、明日できる話ではないですけれども、流末が詰まっていないのかとかそうい

うような点検もしていく必要があるんではないかなと思って、この１問目書かせていただいたんですけれども。

建設課長としてお考えを聞きたいと思います。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 今お話いただきました県道のところ、私も平成１８年から２３年まで志摩建設事務所のほうで

鳥羽プロジェクトのほうでおらせていただいたときに、あのような冠水って私見たことなくて、あのローソン

の前があんなに冠水するのかというところをすごくびっくりしたところで。そのときの状況の写真等々も消防

のほうから入手しておりますので、まずはこういった状況で皆困っておったというところで、先ほどのお話に

はなりますけれども、そういった情報も持って建設のほうには情報もちょっと共有して今後の対応等々につい

ては調整させてはいただきたいと思うところであります。 

  あと、市道に関するところにつきましても……、 

○木下順一委員 課長、市道はまた後でよろしいです。 

○高村建設課長 分かりました。以上です。 

○尾﨑 幹委員長 木下委員。 

○木下順一委員 それで、６月２日からですと随分日数もたってしまって、私、実は昨日、おとついもその現場

へ行って県の方が何か見に来ましたかとか、市役所も何か来たかとかいって聞きましたけれども、来ていない

いうか。私、中央分離帯にも行って側溝の写真も撮ってきましたけれども、ごみまだそのままです。そういう

ふうに災害があったところへやっぱり現場の確認もしてもらうように県にも言っていただきたいし、どこまで

本当に詰まっている可能性もありますわね、私も流末がどこにあるかちょっとよう分からんような状況ですも

ので、一概にはどうのこうの言えませんけれども。まだこの６月の頭からこういう大雨があって、それが７月

から８月、９月とまたこういう状況になってくると、それは市民としても、市内を通っておる道路ですので、

鳥羽市民、当然市役所のほうへもじゃんじゃん電話もありますやろうし、改善してくれというような要望もあ

るので、やはりこの雨水対策、ちょっとこの頃の雨の量が違うので、その辺も含めて志摩建設事務所さんと打

合せしていただきたいと思います。 

  それで、その次、市道のほうです。危険箇所、先ほどもいろいろありましたけれども、やっぱりこれの再点

検もしながら災害を待っとるんではなく、事前防災というような観点から危険な箇所の調査もしていただいて

おるかも分かりませんけれども、その辺の強化もぜひやっていただいて、こういうところが土砂が崩れたらこ

ういう事態になってこういうふうになってしまう、それを少しでも減災というような考えの下で事業をまた考

えていただければなと思いますけれども、課長、いかがでしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 議員おっしゃられますように事前防災、今後大変な重要な事業だと思っております。 
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  過去のり面点検とかいつやっていたのかなというところちょっと確認しましたところ、平成２６年度に道路

ののり面とか構造物の点検というところ行っておりまして、その中でその時点では大規模に修繕というところ

の結果は出ておらなかったんですけれども、それから１０年たっておりますので、令和６年度に向けて再度点

検するというところで今年度予算要求等々していって、現地のほうの再度点検を実施する予定でございます。

そういった方向でまた調整させていただきたいと思います。 

○尾﨑 幹委員長 木下委員。 

○木下順一委員 よろしくお願いをいたします。 

  あと市道のほうですけれども、これも市内各所あちらこちらで冠水もあったと思います。その中でなぜ森崎

村山線を言わせてもらうかというと、今、新設して道路かさ上げして、もう道路が冠水しないような状況にな

ってきておりますけれども、あれを上げて、民地側の雨水対策ができるのかというか、道路は冠水しなくなっ

たけれども、民地が冠水していくような事態を招いては、せっかく道路を造るのに今上げてもらっている前後

のほうは水がよくたまりますわ、あれ。あの辺しっかり考えていただいて、道路はよくなったが民地に影響の

ないようなこともしっかり、行く行くはここへ本当はポンプ場というようなことが考えていかなあかんような

ところやないんかなとは思っていますけれども、その辺の森崎村山線の今から道路できてきますけれども、こ

の間の一般質問でも市長の２番目の重要施策にもなっておりましたので、その辺しっかり民地側に迷惑のかか

らないというか、心配しないでももう生活ができるようなそんなことを考えていただきたいかなと思いますけ

れども、ここに限っただけではなしにほかの地区もあると思いますけれども、その辺まだ課長、鳥羽へ来て間

がないとは思いますけれども、この村山線の件に関して見解のほうをいただきたいと思います。 

○尾﨑 幹委員長 建設課長。 

○高村建設課長 おっしゃられますようにもともとは干拓地跡で、その後低いところにあって今まで水がつくと

ころで、おっしゃられますようにそこへ道路をかさ上げすることによって、低いところに影響与えるのではな

いのかというところのお話だと思うんです。それにつきましてはこれ設計上の話なんですけれども、今のその

山側に降った雨がそれが流下するだけのボックス等々は計画して、抜く計画ではございまして、そういったと

ころでのそこに計画上降った雨を流すという対策は施工していく予定ではございます。 

○尾﨑 幹委員長 木下委員。 

○木下順一委員 ぜひよろしくお願いをしたいと思いますけれども。 

  令和８年に、これは教育委員会も関係してきますけれども、あそこ歩道になって中学生が歩く道になると思

います。特に県道の高架下と言うんですか、いやさかさんがあそこも物すごくたまるんですね、毎回雨ごとに。

その辺も十分に考えられてやっていかないと駄目なのかなと思いますので、そこもしっかりとまた検討よろし

くお願いをしたいと思います。 

  建設課に関してはよろしいです。 

○尾﨑 幹委員長 よろしいですか、答弁。 

  引き続きお願いします。 

○木下順一委員 続いて、農林水産課さんのほうへお願いをいたします。 

  農地、農業施設のほうもこれ３年連続で被害を受けているところがあって、一昨年になるんですか、８月
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１７日の１時間当たり１４０ミリ降った雨、去年は９月２３日頃に多くの雨があってそのときにも被災をして、

今ちょうどその被災したところの復旧に入っていただいておるような状況で、再度またこの６月２日の雨で、

堤防はしっかり直していただいたんですけれども、それを超えて水が入って越水して、土砂が田んぼへ流れ込

むと。もう３年連続ですもんで随分田んぼ作っている方も嫌気がさしてきておる中で、国債という手法で復旧

をしていただいておりますけれども、原形復旧というような格好で、それでは直してもまたこのような大雨が

あるとまた中へ入ってくるので、何か原形復旧ではなしにもう少しかさ上げするようなことが、これはもう市

では無理ですよ。国・県にお願いをしながら、そういうふうにしていかんと毎年というか毎回こういう大雨で

被災して、それの繰り返しになるんではないかなというような気がしておって、その辺、農林課長にどうして

いくべきか、いい策がないかなと思ってお尋ねをいたします。 

○尾﨑 幹委員長 農林課長。 

○𠮷川農林水産課長 農林水産課、𠮷川です。よろしくお願いします。 

  本当になかなかちょっと難しい問題なんですが、基本的に農地で何らかの要因で被災した場合、あくまでの

個人さんの財産でありますので、第一次的には農地の所有者が施工すべきことが大前提とはなります。ただ、

その上で農地の被災を把握した際には、まず、先ほど木下委員おっしゃられましたが、まずは国の災害復旧事

業の補助の対象となるのか、あるいは市の単費の災害復旧事業として復旧工事を施工するのか、そのあたりを

被災した農地の受益者、あと関係者と協議しまして対応方針のほうを検討します。先ほどおっしゃられた、今

回の河川から越水して農地に土砂等が堆積した場合ですと、受益者が１名である比較的小規模な農地の災害に

つきましては市単費の農地農業用施設小規模災害復旧工事の活用を検討いたします。これは工事費１０万円以

上４０万円未満が対象で受益者負担率が発生するんですが５０％以上となりまして、上限は２０万円までとな

っております。また、国の災害復旧事業になりますと、事業費４０万円以上となりまして、受益される戸数が

２戸以上の施設であることが必要となります。 

  農林水産課としましては、現在用悪水路及び農道におきまして施設の補修、改良等の要望などを受けまして、

順次整備を進めておりますが、限られた予算の中で最近多発する施設の災害箇所の補修を行うことがもう精い

っぱいで、なかなか災害の防止、先ほどからも建設課長とも話あったんですけれども、事前の防止ですね、そ

こまで対応できていないというのは実情でございます。ただ、個人さんとか町内会さんのほうで手だてをして

いただく際には相談等にも乗らせていただいておりますし、土嚢袋の支給などの支援をさせていただいており

ます。昨年度も個人さんのほうで施工をされることに対して支援させていただいた実績は２件となっておりま

す。その災害の要因となった河川の対応につきましては、ちょっと所有されている県さんとか管轄されている

部署にそうやってお願いといいますか要望していくぐらいしかないのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 木下委員。 

○木下順一委員 これ私今の例は浦村ですけれども、安楽島でも聞いてきたら今回で５回目、そこも直してはい

ただいていますけれども、やっぱりもう少し高さがあればというような話もありました。それで、実は私も山

本佐知子参議員にも電話いただいて、その旨、国のほうで災害復旧というともう原形復旧なので、数年にわた

って同じ被害を受けるようなところはもう少しかさ上げもしたような工法というか、そういう採択が受けられ
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るようにできませんかいうようなことを言わせていただきましたら、早速何か党のほうでそういう発言もされ

ておったように思いますので、国も変わってもらわんと市もやりにくいところなんかもあると思うので。とい

うことなので、市のほうからも要望を上げるとか法律を変えていくとかいうようなことも声を上げていかない

かんのかなと思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  以上でございます。 

○尾﨑 幹委員長 よろしいですか、答弁はございませんか。 

（「はい」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 それでは、引き続きお願いします。 

○木下順一委員 続いて、教育委員会さんのほうへお願いします。 

  スクールバスを水没させてしまったという事案を聞いたんですけれども、そのあたりの経緯をまずお聞きを

したいと思います。 

○尾﨑 幹委員長 教委総務課長。 

○岡本教委総務課長 教育委員会総務課、岡本です。よろしくお願いします。 

  この鳥羽小学校のスクールバスの水没に関しましては、このスクールバスの目的なんですけれども、まず、

桃取から鳥羽小学校に通っている子供たちが利用するバスということになっております。事故の概要なんです

けれども、この６月２日の１４時５０分頃、鳥羽市鳥羽一丁目の伊勢志摩スカイライン入り口、ローソン鳥羽

店の前、国道４２号線上で豪雨がもたらした冠水の影響でエンジンストップをしてしまいました。 

  事故の経緯といたしましては、その日のスクールバスの運行はまず１３時３５分に学校を出発しております。

それが第１便です。バスに乗車した児童、マリンターミナルまで送り届けて１４時頃学校に戻ってきました。

その後、明後日６月４日に運動会の予定がありまして、その準備のために残っていた子供たちがまだ１０人い

たみたいです、６年生が。そのうちの大体８人の保護者と連絡が取れて迎えに来ていただけると。残った２人

の子に関しましては、通常は中之郷駅から近鉄で通っている子でして、もうそのとき既に近鉄の電車がもう運

行を見合わすということでしたもので、その子供たち２人と担任の先生、運転手、この４名でもう一度中之郷

駅を目指して出発をしました。それは結局第１回目の１便が行ったときに、そのときの道路状況というのが全

く問題がなかった、確かに雨は降っていたと思うんですけれども冠水をしている状況でもなかった、そういう

ふうなことを見据えながら出発をしたということを聞いております。 

  実際、伊勢志摩スカイラインの入り口に行ったときにはちょっともう冠水状態になっていて、車も詰んでい

たという状況になりました。その後、ちょっと待機もしながらしていたんですけれども、観光バスが通り過ぎ

て通過をしたと話を聞いています。それを見たので行けるかなと判断をして行ったところ、エンジンストップ

してしまったという経緯がございます。その中にはもちろん子供たち２人も乗っていて、本当に非常に残念な

案件だと思うんですけれども、その後、浸水をして近くにいた人、運転手の方も降りて、押して、一応冠水状

況のところからは押し上げました。また、近くにみえた方が消防のほうにも救助要請とか通報をして、その後、

消防職員も４名来て、上げたところが追越し車線、これから冠水が引いた場合交通がまた妨げになるから、今

度は走行車線のほうへ移動させる、それを消防の方とかまた近くにみえた方で手伝っていただいて、その協力

の下何とか難を逃れることができたのかなと思います。 
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  今回の水没に関しましては、やはりこれからのスクールバスの運行というのをもう一度ちょっと見直して、

しっかりした規定、マニュアルを作成しながらまた協議もしていきたいなというふうに思います。 

  経緯のところは以上、そういうところでございます。よろしいでしょうか。 

○尾﨑 幹委員長 木下委員。 

○木下順一委員 今の答弁の中でその情報の共有とか運行する上での問題等々、マニュアルを作って今後見直し

ていくというようなことでしたけれども、ぜひそのあたりはしっかり。今回子供が乗っておったというので私

もこれ取り上げさせていただいたので、今回の教訓をぜひ次にも生かしていただきたいと思います。先ほども

言いましたけれども、まだまだ雨あったりもしますし、ここばかりでなくほかの運行ルートなんかにもいろい

ろあろうかと思うので、情報の共有、伝達等々もしっかりやっていただきたいと思います。 

  それと、最後のこのドライブレコーダーの映像を確認されたかというのは。 

○尾﨑 幹委員長 教委総務課長。 

○岡本教委総務課長 全てのスクールバスにドライブレコーダー搭載しておりますけれども、ＳＤカードという

のが入っているんですけれども、そこの容量と、あと録画時間というのがすごく本当に僅か、録画時間が

６０分という中で、その実際冠水した状況というのはそのドライブレコーダーで把握できなかったです。それ

は、冠水してから今工場のほうへ持っていっているんですけれども、そのレッカーで運ぶときに振動があった

りすると、そのドライブレコーダーが反応することになっていまして、その画像を確認したら運んでいる最中

の画像とか、あと工場で係員の人が押している画像とかそんなんでしたもので、これからは何かあった場合は

すぐにそのＳＤカード……、 

（何事か発言するものあり） 

○岡本教委総務課長 はい、抜くような指導もさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員長 木下委員。 

○木下順一委員 繰り返しになりますけれども、子供たちの安心・安全のためにしっかりと今後につなげていた

だきたいと思います。 

  以上でございます。 

○尾﨑 幹委員長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○尾﨑 幹委員長 木下委員の通告は終わります。 

  委員長を交代します。 

（委員長交代） 

○中村浩二副委員長 続きまして、尾﨑幹委員から通告が出ております。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 もう３人目になると思いますが、皆さんの話を聞いておると、やっぱりハザードマップの見直

しからスタートせないかんのかなと、建設課長、本当に思いますので、ハザードマップ自体があやふやになっ

てしもうとるんではないかと、しっかりと見直していただくことがやっぱり大事かなというその観点から質問
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したいと思います。 

  今回は市の災害対応、それと空き家バンクの取組ということで３番からいきたいと思いますので。 

  空き家バンクの取組についてですけれども、これちょっと昨日もお話しさせてもうたんやけれども、空き家

バンクの国土交通省のサイトに空き家・空き地バンク総合情報ページというのがありまして、これには大手の

不動産屋が名を連ねとって、そこに今鳥羽市が入っていないと。それをなぜ私がこれ質問するかいうのは、た

だで登録することによって離島までの空き家対策に対して情報発信してもうています。これを利用することに

よってもっと鳥羽市の空き家対策、そういうよその人に来ていただきたいという思いがみんなあると思います。

その中でスムーズに前へ進めるんではないかと。ただ問題なのは、やっぱり建設課の中でこのサイトを管理し

とるのが何人おるかとか、そういう問題が出てくると思いますので、今現在この国土交通省のサイトには登録

されていますか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 そのサイトには登録してございません。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりすると一遍見てください。細かく載っています。それで市でいくと、昨日鳥羽できた

かなと思ったら熊野市も入っていないという情報いただきましたもので。ただ入れることによってやっぱり全

国に発信していただくことと、やっぱりもう一つおもしろいのが、これどこの大手不動産会社でも離島に対し

て出しています。それでアットホームなら島暮らし物件特集とかそういうサイトにも載ってきますので、それ

がええか悪いかはやっぱり島民の出される方とお話ししていただきたいんですけれども、やっぱりこういう全

国に発信できるようなサイトが国土交通省にあって、登録することによって、うち独自のものをするのも大事

やと思いますけれども、こういうやっぱり足並みそろえると見る方が大変多いと思います。それはなぜかとい

うと、やっぱりこれ不動産物件、裁判所物件まで入ってくるもので、その流れをしっかりと使うことに対して

何か弊害あるのかいな。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 その件について内容ちょっと確認させていただきました。使っていない理由はもうなくて、鳥

羽市独自の空き家バンクというのがもうその前から、平成２７年から運用しておりまして、その中で使ってお

るというところで国のほうは使っていないということでした。ただ、委員長がおっしゃられますように、やっ

ぱり空き家バンクこれから広く広く皆さんに利活用多くというところの観点からすると、情報発信としては多

く多くというところの観点からいきますと、国の今のところのお話もちょっとちょうだいいたしましたもので

すから、そこのところにも登録をしていく方向で広く発信していくという方向で調整させていただきたいと思

っております。ありがとうございます。 

○尾﨑 幹委員 じゃ、ぜひともいち早くしていただいて、その情報がやっぱり共有してもらうと、国民の皆さ

んに鳥羽のよさを紹介することにもなると思いますので、ぜひともお願いしたいと思います。 

  それで、続きまして、市内３か所について質問したいんですけれども、まず四丁目の奥谷川についてですけ

れども、これはもう本当に何年前からかな、問題になっていますよね。その市長の地区懇談会の内容でも要望

書がいっぱい出ておるわけであって、それでその中にはやっぱり砂防等の県との急斜地の問題が入っています。
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その中でもお伺いさせてもらっているのは、個人の急斜地の山を持ってる方々の問題が発生します。それにつ

いて課長ご存じですか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 私も昨年度まで県の砂防課のほうにおりまして、その内容については存じ上げております。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これについてもう氾濫が何度も起こっています。その都度、奥谷川は土砂で堆積しています。

その都度取っていると思うんですけれども、早く解決するためには何かやっぱりちゃんとした案が建設課にあ

るんですか。その協議を志摩土木事務所と協議していますか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 その観点として、県と事業が取り組めるというのはまさに今、奥谷というところの箇所につき

ましては土砂災害警戒区域に指定されておるというところで、保全対象も多いというところで砂防事業で手が

けていこうというところでの話で進んでおります。ただ、なかなかちょっと用地等々というデリケートなとこ

ろの問題もちょっとございまして、そこでちょっと進んでいないという状況ではございます。 

  ただ、先ほども事前防災というお話もありましたし、昨今の雨、異常気象ということで土石流等々の危険

等々もございますので、そこについては事業の必要性というのは切に大事なものであると感じております。な

ので、私も鳥羽市職員としてここへおらせていただいておりますので、改めまして再度県と調整して足をちょ

っと運ばせていただいて協力をいただけるようにということで進めさせていただきたいと思っております。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 県と協議してもうとるね。ただもうこれ何回目になるか分からんけれどもやっぱり土砂のしゅ

んせつをやっておるとか、氾濫が何回起こっておるとかそれはもう認識しておると思います。その中でやっぱ

り行政としてできることって何ですか、今後デリケートな問題を解決するためには。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 それにつきましては繰り返しになりますけれども、昨今の異常気象によって各地で多大な影響

を与えておる土砂災害の恐ろしさというところで砂防事業の必要性というところをしっかり理解していただけ

るようにというところでしっかりご説明させていただいて、ご理解いただけるようにということで頑張ってい

きたいと思っております。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり土地収用法ってありますよね。僕は本来土地区画整理法かいなと思っておったら、山

に関しては土地収用法になると思うんです。そういう流れの中の検討はされましたか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 なかなかこのような場で土地収用法というようなお言葉ちょうだいして、ちょっと戸惑ってお

るところなんですけれども、私もお話を踏まえるところによると、一定、最初の頃は事業に対して理解は得ら

れていたという中で今に至っているというところでありますので、まずは、再度繰り返しになりますけれども、

事業の必要性というところをしっかり説明させていただいて、ご理解いただけるように調整させていただきた

いと思っております。 
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○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり、市長もこれは直接わかっておる件ですので、市長がやっぱり指示を出すという流れ

も必要かなと。これ先ほど前の方の、町内会、山本委員の質問でもあったように、町内会要望でかなりずっと

出ておるんです。優先順位は１番やと思います。氾濫してやっぱり家屋の中にまで入ってきたという形跡が何

年も及んでおりますので、早急に。やっぱり最終的に私らができることというのは、法令重視で法令にのっと

って前に出ていかないかんというときは、そのための顧問弁護士もおります。それとよく相談していただいて

前に出ることが一番大事かなと。それで山に関してはもう本当に土地収用法でいくしかないんかなと思ってい

ますので。災害が家屋までならいいんですけれども、人、人体まで及ぶようなことが起こりかねない場所とし

て僕は認識しています。そこをやっぱり強く感じていただいて、市長ともう一度お話ししていただいて、前に

進むようにお願いしたいと思います。 

  続きましては、この三丁目金胎寺横のこれも河川です。今回これはもう本当に土地区画整理法にのっとって

やるしかいないんかなという。ある家の隣の崖が崩れています。建設課さんも見に行っていただいているみた

いなんですけれども、ただ相手方が連絡が取れないという本当にもうこれもデリケートな問題と思います。だ

けれども、僕現場を見てきて、どうですか、もう本当にこれぐらいねじが家の中に、家の横に２個落ちていま

した。それでなくても崩れる、また今後雨が降ればもっと被害が拡大するかなと。建設課さんもそれをしっか

りと見とるよって、早く地権者と連絡を取っていただいて、やっぱり固定資産税もらっているわけですから、

お互いから。その住所も分かっておると思います。その中に入っていただいて、やっぱり危険は危険とそれを

通告することでそれ以上のことはできない言うならば、あとはもう危険を被っている家側からしたら連絡取る

場所がないというんですから。本当にあの土地は鳥羽で有名な方が持っておった土地ですので、次に相続とい

う問題がかなりあると思いますよって、それをしっかりと調査していただいて連絡つくようにしていただくよ

うにお願いしておきます。 

  次は、二丁目の洞院谷という谷があります。今までは大雨が降るとそこにはもともと川があって、それが全

部側溝に替えています。それで今まで上のほうの土砂が流れてもう３回目かな、土砂の撤去をしとったんやけ

れども、今回上のほうの流れる水路もしくは側溝自体が詰まっとるんではないかと。というのは、洞院谷川の

流れが変わってしまっておって、一番高いと言っていいんかな、一番その斜面に近い家に土砂がやっぱり流れ

込んだんですね。それで側溝の方は一切今回は土砂が詰まっていなかったということは、上のやっぱり調査を

一遍したっていただきたい。上には市道が走っています。その市道には側溝が入っております。その水が本来

奥谷川へ流れる経路となっていますので、それが変わったいうことは何らかの原因があると思います。その原

因を解決せなまた同じことが起こると予測しても間違いないぐらい、やっぱり現にあった川には水が流れてい

ないと一遍調査してもらえることができますか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 洞院谷につきましても先ほどの金胎寺につきましても、現地のほうは確認はさせていただいて、

既存の水路等に土砂堆積等々しておるというところについては撤去させていただいたところでございます。そ

れがどういったところで対策が打てるのかどうなのかというところも含めまして、そこは県と調節していくこ

とにはなるかと思うんですけれども、できるかできないかを含めてですけれども、ただおっしゃられますよう
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にそれを進めるに当たっては、当然現地の状況もしっかり把握して、それでというところの話は当然ございま

すので、現地のほうは状況ちょっといろいろお話もきかせていただきながら確認もしながら進めていきたいと

思います。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 斜面の変動って調査していますか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 斜面の変動というところについては調査してございません。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり風化されておると思います。何らか山に対してはやっぱり一番危惧せないかんのは深

層崩壊ですよね。その深層崩壊に対しての国土交通省の危険地域いうのがかなり出とうと思います。それをも

う一度再確認してもうて、やっぱり先ほど木下委員も言われたように、河川に関しては今のままでええという

問題ではないと思います。上げるところは上げる、それで急斜地の事業はすることはする。それは早くせな人

的被害が起こってから何じゃという話にはならないようにしっかりと県ともお話ししていただいて、一歩でも

前へ進めるような対応をお願いしておきたいと思います。 

  それでは以上でございます。 

○中村浩二副委員長 建設課長、よろしいですか。 

○尾﨑 幹委員 もうしてもらうしかないねん。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 今のお話、土砂災害警戒区域であったり、その地すべり地域であったりというところは基礎調

査した結果に基づいて、どこのエリアがというところは示されておりますので、そういった情報も内容をちょ

っと確認もさせていただきながら、いま一度県のほうとどういった事業メニューがあって、そのメニューでい

けるのかいけないのかも含めて、まずは現地もちょっと確認させていただいて調整させていただきたいと思い

ます。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その令和６年度に道路いろいろな点検するという先ほどの答弁があったんですけれども、それ

は急斜地も対象に入っていますか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 

○高村建設課長 そちらにつきましては道路のり面等々というところで入ってございません。ただ、その急傾斜

地であるとか地すべり地域であったりとかというところについては基礎調査のほうでおおむね５年に１度程度

見直し調査を行うというところですので、そちらについては県のほうで見直し調査は進めていただくことにな

っております。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 時期、それ課長分かりますか。見直し５年に１度はせないかんというならば、鳥羽市の急斜地

に関してはいつ頃が点検時期になるのか。 

○中村浩二副委員長 建設課長。 
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○高村建設課長 私もちょっと離れて数か月たっておりますので、現時点でいつかというのは把握してございま

せん。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 いろいろな形で志摩土木と話合いする機会多いと思います。その中にやっぱり急斜地の再点検、

これをいつしてくれるか確認と、やっぱりその確認の中で変動は絶対あると思っています。そういう部分まで

調査点検していただくようにお願い申し上げして、私の質問を終わります。 

○中村浩二副委員長 尾﨑委員の通告を終わります。 

  委員長を交代します。 

（委員長交代） 

○尾﨑 幹委員長 以上で通告によるその他の項は終わります。 

  本日協議いただく内容は以上で全部になります。 

  本日の委員会を終わりたいと思いますが、当委員会における委員長報告につきましてはご一任をお願いしま

す。 

  これをもちまして、行政常任委員会を散会します。 

  ありがとうございます。 

（午後 ０時０７分 散会） 

─────────────── 

 

 

 



－31－ 

委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 

 

 令和５年６月２１日 

 

              行政常任委員長    尾  﨑     幹 

 

              行政常任副委員長    中  村  浩  二 


